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全難聴便り 

全難聴便り 
  
 

 

 令和５年度 第２回理事会を開催 

８月１９日、当連合会の第２回理事会がオンラインで開催されました。 

理事１５名（定数１８名）と、監事２名が出席しました。 

今回は新人理事が多くおりましたので、最初にお一人づつ自己紹介をいただき、それか

ら宿谷理事長の進行のもと議事に入りました。 

議案は、令和５年度の専門部・専門担当・プロジェクトの活動状況と課題について、令

和５年度の地域活動、ブロック活動の現状と課題について、その他報告事項でした。 

理事会が新体制になりましたので、各専門部の代表と副代表について協議し、それぞれ

決定しました。 

ブロックは活動が停滞しているところもあるとのことで、理事会をあげて活動の底上げ

に力を入れていくことを確認しました。 

 ※今年度以降に変更があり理事会で承認されたもののみ紹介 

女性部 部 長  主藤 京子 

補聴医療対策部 
部 長  瀬谷 和彦 

副部長  本山 和彦 

国際部 部 長  宮本 忠司 

労働・雇用担当 谷口 学 

教育問題担当 
湯浅 はるみ 

藤谷 弘晃 

福祉大会担当 

湯浅 はるみ 

永井 慎吾 

伊達 元一郎 

 
 

 補聴器販売者の技能向上研修等事業企画推進委員会 

８月５日、補聴器販売店協会事務所（東京都千代田区）にて、標記の会議が開催され、

宿谷理事長が出席しました。 

主な議題は、補聴器販売店の知識、技能、サービス体制が不十分なことに起因する消費

者トラブルが増加していることの懸念と、厚労省から受託金を受け、補聴器販売者が必要

な知識や技能を修得する研修を実施することなどです。 

委員会は、医師、補聴器メーカー、日本補聴器販売店協会、日本補聴器技能者協会、全

難聴というメンバーで構成されています。 
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 第 2 回 JDF 政策委員会 

８月８日、JDF 政策委員会が戸山サンライズとオンラインのハイブリッド形式で開催

されました。 

全難聴からは瀬谷副理事長、宮本忠司理事、国際部から南副部長、小谷野部員がオンラ

インで出席しました。 

次回の国連障害者権利委員による対日審査（2029 年～2030 年頃）を見据えた活動

が開始されました。また、来年イタリアで開催予定の G7 Global Inclusion Summit

（グローバル インクルージョン サミット）にも障害女性のテーマで関与を進めていく議

論がありました。 

今年の JDF 地域フォーラムは熊本県、愛知県、福島県での開催を予定しており、愛知

県で開催されるフォーラムには黒田副理事長も委員として関わっておられます。 

当政策委員会の女性委員の割合が５０％を目指す案が出されており、女性委員を順次増

やしていく方針とのことです。 

次回は９月１９日に開催されます。 

 
 

 無人化された駅や窓口を視聴覚障害者も安全安心に利用できることを

求める要望書を提出しました 

全日本ろうあ連盟、全難聴、日視連、盲ろう協の連名で、標記の要望書を国交省へ提出

しました。 

全国の半数の鉄道駅が無人駅となったことで、視覚や聴覚に障害のある者が今まで通り

安心して鉄道駅を利用できるように求めるものです。 

昨年、施行された「障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進

に関する法律」に「障害者が取得する情報について可能な限り、障害者でない者が取得す

る情報と同一の内容の情報を障害者でない者と同一の時点において取得することができる

ように」とあり、これに則った要望となっています。 

具体的には、①無人駅で視覚障害者が安全に移動できること。②必要な時に職員へ確実

に問い合わせられる仕組みを構築すること。③設置される自動券売機は視覚、聴覚に障害

がある者に配慮されていることなどです。 

 
 

 テクノエイド協会補聴器協議会 

８月５日、テクノエイド協会事務所（東京都新宿区）にて、標記の会議が開催され、宿

谷理事長が出席しました。 

 医師、補聴器メーカー、販売店協会、技能者協会、全難聴から構成される委員は定数１

８名で、今回は１６名が出席しています。 

 各委員からは、障害認定基準や高齢者支援による補聴器購入費用の助成や技能者認定試

験に関する課題など、幅広い内容で意見交換がされていました。 

 全難聴からは、高齢者の補聴器購入費用の助成が自治体間で統一されていない問題を提

起し、中央機関からも強い方策を打ち出していただきたいと意見を述べました。 
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 厚労省 改正旅館業法の施行に向けた関係団体への意見聴取 

８月３日から２３日までに、厚労省との意見聴取が開かれ、全難聴から意見書の提出を

しました。 

意見聴取はオンラインで実施され、小川理事（３日、２３日）、宿谷理事長（３日）、小

倉事務局長（２３日）が出席しました。 

法改正の理由は、旅館業者をカスタマーハラスメントから守ることにあるとのことです

が、旅館業者に過重な負担がかかる場合は、宿泊を拒むことが認められるようになりま

す。障害者団体は旅館業者へ合理的配慮を求める際に、不当な扱いを受けたり、宿泊する

権利を侵害される可能性があることを危惧しています。 

全難聴からは、予約時の連絡、問い合わせの際にメールや LINE、電話リレーサービス

といった手段の確保や、旅館側とのコミュニケーション時に筆談対応や音声認識の使用な

どの配慮を求める意見書を提出しました。 

 
 

 第 56 回全国手話通訳問題研究集会サマーフォーラム IN とくしま 

８月１８日～２０日まで、標記の集会が徳島県で開催され、湯浅常務理事が理事長代理

で出席しました。 

２０２０年以降のコロナ禍で中止やオンライン開催などを重ねてこられて、対面での開

催は４年ぶりとのことです。参加者の総数は約６００名でした。 

来年は、鹿児島県で開催されるそうです。 

 
 

 厚生労働省 令和５年度 補装具費支給制度 書面ヒアリング 

厚生労働省から要請を受け、補装具費支給基準告示の次期改定に向けての書面ヒアリン

グに対応しました。 

今回は、理事会で協議し、テレコイル機能の調整義務化や人工内耳充電池の修理交換追

加を優先要望項目として掲げました。 

以前から、補装具の支給基準と一般に販売されている補聴器のラインナップとで、乖離

があることが指摘されていますので、少しでも現状に即した内容に変えられるようにと考

えています。 

 
 

 ネパール支援 トリブバン大学教育病院（TUTH）側の新窓口決定 

国際部は JICA 草の根技術協力事業の下で、ネパール国で最大の国立病院 TUTH 内で

の難聴患者意思疎通支援プロジェクトを進めています。 

しかし、今年 3 月に TUTH 側窓口担当が退職した後、新担当が決まらず、講習会が開

催できないなど苦境に追い込まれておりました。 

全難聴は、今年 8 月 TUTH 病院長宛に書簡を送り、さらには JICA ネパール事務所や

現地難聴者協会（SHRUTI）のご尽力により、人工内耳専門家である Dr. Rabindra 
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Pradhanang 氏が新しい窓口担当になってくださることになりました。今後のプロジェ

クトの進行が急がれるところです。以上、国際部から報告でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  理事・専門部の動き（８/１～８/３１） ※専門部は対外的活動のみ掲載 

8 月 1 日 ドコモみえる電話説明 ONLINE（小川） 

8 月 3 日 厚労省 第１回改正旅館業法の施行関係団体ヒアリング ONLINE（宿谷、小川） 

8 月 5 日 日本補聴器販売店協会 第 1 回事業企画推進委員会（宿谷） 

8 月 5 日 テクノエイド協会 補聴器協議会（宿谷） 

8 月 8 日 第 2 回 JDF 政策委員会 ONLINE（瀬谷、宮本忠司、南、小谷野） 

8 月 8 日 JD 第 13 回臨時総会 ONLINE（小倉） 

8 月 18 日 第 56 回全国手話通訳問題研究集会 IN とくしま（湯浅） 

8 月 19 日 第 2 回理事会 ONLINE（出席理事、監事 1７名） 

8 月 1９日 ネパール支援プロジェクト会議 ONLINE（宮本忠司、瀬谷、南、小谷野） 

8 月 23 日 厚労省 第３回改正旅館業法の施行関係団体ヒアリング ONLINE（小川、小倉） 
 

  ９月の予定  

9 月 1 日 障害者等の避難誘導に係る意見交換会 ONLINE 

9 月 2 日 デマント・ジャパン創立 20 周年記念式典 

9 月 3 日 全要研との定期協議 

9 月 1６日 ネパール支援プロジェクト会議 ONLINE 

9 月 19 日 JDF 政策委員会・ミニ学習会 ハイブリッド 

9 月 22 日 第 3 回障害者による情報取得利用意思疎通の法律における協議 ONLINE 

9 月 26 日 JDF 幹事会 ONLINE 

9 月 28 日 第 10 回移動等円滑化評価会議 ONLINE 
 

全国難聴者福祉大会 in 秋田の参加申込を募集中です！  

申し込み締め切りは９月２９日までです。詳細は全難聴 HP をご確認ください。 

第４５回 総合リハビリテーション研究大会 

― 障害者権利条約と総合リハビリテーション ― 
 

日時：２０２３年１１月１０日（金）～１１月１１日（土） 

会場：戸山サンライズ 2 階大研修室（東京都新宿区戸山 1-22-1） 

参加費：一般３，０００ 円、学生１，０００ 円 

主催：公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会 

＜お申込みについて＞ 
1977 年に、医療、教育、職業、社会等、各分野にまたがるリハビリテーション従事者
の横の連携と、人的・知的交流を目指した「リハビリテーション交流セミナー」とし
て、リハビリテーション専門職有志らにより開始されました。 1980 年以降は、公益財
団法人 日本障害者リハビリテーション協会が事務局を担当し、また 91 年からは現在の
「総合リハビリテーション研究大会」として、リハ従事者ら有志による「交流セミナ
ー」の精神を基本に、東京近郊および地方県において開催を重ねてきました。 

https://www.normanet.ne.jp/~rehab/2023/45moushikomi.html

